
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2019年9月19日

派遣決定番号

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 土屋裕一

担当者部署 連絡先電話番号 0267-22-1019

担当者役職 担当者氏名 連絡先E-mail komoro.library@gmail.com

住所

１－２．推薦団体（「区分」が「協議会」または「NPO・商工会・大学等」の場合のみ入力）

団体名 連絡先部署

担当者氏名 連絡先電話番号 連絡先E-mail

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2019年9月16日 13時30分 16時30分 10 170

３－２． 会場名 最寄駅 しなの鉄道小諸駅

派遣場所 所在地

最寄駅からの交通手段

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

35 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿 「図書館友の会」と「図書館」が、共に市民を巻き込みながら、地域の「公共図書館」を「公共」と
して守り、育てていける仕組みを創ること。自立した組織として、市にも依存しない運営を目指し、
図書館を拠点としたまちづくりの視点を会員ひとりひとりが持つこと。

友の会定例会を実施していくことになり、初回の日程が決まった。

これからの友の会定例会で、今後の活動や詳細を自分たちで話し合いながら決めていく。

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

「自分の思いを語る以上に人の話を聞くことが大事」と言われ、それを即実践した中で、他人の多様
な意見を聞く楽しさを各自が感じたことがわかる。たいへん素直に前向きに、用意されたテーブルに
就いて「自分たちの会議」を進めることができたように思う。それも講師への信頼が大きかったので
はないか。

最も当てはまるものリストより選択下さい ④予算以外で、今後取組む事項がある

最も当てはまるものをリストより選択下さい。 ⑦その他

アドバイザー
への要望事項

市立小諸図書館

長野県小諸市相生町3-3-3

徒歩

人数

職員、一般

「図書館友の会」会員も図書館職員も図書館利用者市民も、「友の会」に対して共有されたイメージ
がなく、活動に戸惑いが見られる。「わたしたちの図書館」を支え、共に創っていく団体となるため
に、「自治意識」をどう育み、どう支えていくか、お互いの信頼関係を築きながら時間をかけて醸成
していく必要がある。お互いの役割の中で、自分たちで考え、行動していけるように　思いを共有し
て活性化していける関係性を築いていきたい。

図書館友の会を、ただのボランティアの会や自己実現の場とするのではなく、公立の図書館を「わた
したちの図書館」として、共に考え、育て、創っていく市民の団体として、自分たちで仕組みを創
り、会員ひとりひとりが自立し、自律できる会となる事を目指す。さらにそこから、小諸市のまちづ
くりを図書館を拠点として「わたしたち事」として関わっていく活動が生みだしていける会となる事
を目指す。
図書館友の会活動の全国の事例を示していただき、「友の会」に対する共通するイメージを描き、さ
らに自分たちの活動として落とし込むことができるように、丁寧にお話していただいた。基調講演か
らアンカンファレンス、ラップアップまで参加者の視野が広がるように、鋭く、柔軟な助言をいただ
いた。「図書館」という狭い世界ではなく、図書館を拠点としたまち全体の活動として、参加者が図
書館の可能性を感じ取ることができた。

自分たちで考え、選択し、行動していく「自治意識」の基盤を、自分たちの日頃の活動に照らし合わ
せながら感じ取ることが出来たように感じる。定期的な「友の会」をスタートさせることが決まっ
た。

○掲載可

384-0025　長野県小諸市3-3-3

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

岡本 真

大変よい

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

全国各地の豊富な事例から、そこに関わってきた方たちの思いまでを最初の基調講演でお話しいただき、その上で小諸らしいや
り方を見つけていくようにと示唆をいただいた。第２部のアンカンファレンスにおいても、徹底した「自分たちで考え、選択
し、実行していく」という『自治』の基本を、外部の人だからこそ言える鋭い視点で的確に助言をいただき、ひとりひとりの狭
くなりがちな視野が否応なく開かれたように感じた。さらに、小諸市の未来へのあたたかいビジョンを参加したひとりひとり
が、共有できたと思う。

※水色と黄色のセルは回答必須。薄緑色セルは任意。申請書の段階から項目３に変更があった場合、直接入力で上書きして下さい。

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（２日目）

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

市立小諸図書館



６．地域情報化アドバイザー支援の様子

今回の派遣における地域情報化アドバイザーの支援の様子がわかる「写真（JPEG）」を次ページに数枚程度貼り付けて下さい。


